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元関東学院大学教授。日本ジャーナリスト会議運営委員、九条の会講師団、調布「憲法ひろば」世話人、東つつじヶ丘在住。





５月３日の安倍宣言


　今年５月３日、有明で５万５千人の護憲大集会が開かれている時、安倍首相は改憲派集会へのビデオメッセージで、９条１、２項は変えず、第３項に自衛隊を明記するという改正憲法を２０２０年に施行するという発言を行った。森友・加計疑惑や、自衛隊の日報隠し問題による支持率低下で、改憲スケジュールも狂い始めたという観測が出ている中での爆弾発言だった。


改憲への意志は変わらず


　７月都議選ではまさかの大敗で、政権基盤が揺らいでいるにも関わらず、首相の改憲への意志は変わらず、憲法改正推進本部で今月末から議論を始めるという。国民の中に深く浸透している９条から手をつけるのは無謀だという意見は自民党の中にも根強くあり、公明党も「今は改憲の時期ではない」と消極的だが、両院で改憲派が３分の２を確保しているうちに発議したいという思惑も強い。


安倍改憲案のタネ本


首相の改憲案にはタネ本があり、それは日本会議の機関誌「明日への選択」平成28年８月号の伊藤哲夫論文だ。戦争法反対の民意の大きな盛り上がりへの「反転攻勢」を最優先とすべきとするこの論文は、中国の覇権主義的な行動を強調し、民進党に「容共」路線との対決を迫ると共に、憲法の掲げる「平和・人権・民主主義」を否定するのではなく、「憲法の足らざるところを補う」形でこの議論を無意味化することによって護憲派に揺さぶりをかけよと提案する。つまり、９条の１、２項はそのままに、「前項にかかわらず、国際法で求められた自衛のための実力として自衛隊をもつこと否定しない」という趣旨の３項を入れるというわけだ。


戦争法だけでは戦争できない


　一昨年の９月19日、無理やり通した戦争法で自衛隊の海外派兵を可能にしたものの、その要件としてつけた新三条件では「わが国と密接な関係にある同盟国が攻撃され、そのことによってわが国の存立が脅かされる場合」となっている。北朝鮮がグアムにミサイルを撃ち込んだだけではとても参戦するわけにはいかず、どうしても憲法改正が必要になってくる。アメリカからの圧力も相変わらず強い。


非戦・非武装の思想を貫こう


　日本国憲法の９条は、古くはカントの「永遠平和のために」から、１８９９年のハーグ平和会議、１９２８年の不戦条約などを経て国連憲章につながる「戦争違法化」の流れの中にある。自衛隊と９条の関係については、その組織、装備、任務の実態を見た上で「違憲」か「合憲」かを論じるべきだろう。災害救助隊としての任務のためにイージス艦は要らないのだ。必要なのは一つひとつ憲法を実現していくことではないか。


野党と市民の共闘しかない


　辺野古新基地の建設、オスプレイの演習拡大、ミサイル防衛システムの構築などの軍備拡張による「壊憲」策動を阻止し、安倍政権を打倒するには、野党と市民の共闘しか道はない。政策の違う政党の共闘は困難だが、それを繋ぐのは市民だ。一致できるところで手を結んで大きな運動をつくり出そう。「戦争させない９条壊すな！総がかり行動実行委員会」は「戦争法反対」よりひとまわり大きい「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」を提起している。発足集会は９月８日（金）18時30分より、なかのＺＥＲＯ大ホール。　（石川　康子・記）
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　調布「憲法ひろば」第１２７回例会は８月17日、あくろすホールで開催。「九条『加憲』をどう見るか･･『自衛隊』明記は何のため？」と題し、ひろば世話人の丸山重威さん（写真右上）が話されました。参加は３４人。司会は石山久男世話人（写真下）、写真は今井至さん、記録は石川康子世話人が受け持ちました。 （編集部）
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